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技術で
末

⑲ 
ー産濠．l/fの挑戦一

シ
ン
・
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り

謝
機
能
を
活
用
し
て
、
植

物
が
光
合
成
に
よ
っ
て
ニ

酸
化
炭
素

(C
0
2
)

か

ら
生
成
し
た
バ
イ
オ
マ
ス

由
来
の
糖
か
ら
有
用
物
質
化
学
合
成
糖
を
原
料
と
し
雑
で
副
反
応
も
多
く
、
生

を
生
産
す
る
「
バ
イ
オ
も
た
次
世
代
型
バ
イ
オ
も
の
成
さ
れ
る
糖
類
は
複
雑
な

の
づ
く
り
」
が
、
環
境
負
づ
く
り
技
術
を
開
発
し
て

荷
の
低
減
に
資
す
る
技
術
い
る
。
化
学
合
成
糖
は
、

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

C
0
2
と
グ
リ
ー
ン
水
素

る
。
し
か
し
現
在
主
流
の
か
ら
合
成
さ
れ
る
ホ
ル
ム

バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
は
、
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
原
料
と

で
ん
ぷ
ん
や
油
脂
と
い
っ
し
、
「
ホ
ル
モ
ー
ス
反
応
」

た
栽
培
作
物
由
来
の
可
食
と
呼
ば
れ
る
触
媒
重
合
反

性
有
機
物
を
原
料
と
し
て
応
に
よ
り
生
産
す
る
。
ホ

お
り
、
食
料
と
の
競
合
や
、
ル
モ
ー
ス
反
応
は
1
9
世
紀

土
地
・
水
・
肥
料
と
い
っ
か
ら
知
ら
れ
る
化
学
反
応

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
た
資
源
の
過
剰
消
費
が
問
で
あ
り
、
か
つ
て
は
化
学

ル

（温
室
効
果
ガ
ス
排
出
題
と
な
っ
て
い
る
。

合
成
糖
が
植
物
に
代
わ
る

呈

実

質

ゼ

ロ

）

の

実

現

や

有

機

物

供

給

源

と

し

て

期

副
反
応
を
抑
制

持

続

可

能

な

循

環

型

社

会

待

さ

れ

た

。
し
か
し
、
ア

の
整
染
に
向
け
、
燃
料
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所
ル
カ
リ
条
件
下
で
カ
ル
シ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
化
成
品

（産
総
研
）
で
は
、
非
生
ウ
ム
な
ど
を
触
媒
と
す
る

な
ど
を
化
石
資
源
に
依
存
物
的
に
高
速
生
産
可
能
な
従
来
法
で
は
、
反
応
が
複

せ
ず
に
製
造
す
る
技
術
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
微
生
物
の
代
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酎
混
合
物
と
な
る
た
め
目
的

と
す
る
糖
の
収
率
が
低

型・：化学合成糖が原料
食料生産と競合しない0土地•水・肥料の要求量：小

く
、
生
物
に
よ
る
利
用
が
i

困
難
な
た
め
、
実
用
化
に
i

は
至
っ
て
い
な
い。

~

産
総
研
・
大
阪
大
学
・
i

豊
田
中
央
研
究
所
の
研
究
i

グ
ル
ー
プ
は
、
金
属
オ
キ
i

ソ
酸
塩
を
触
媒
と
し
て
用
i

い
る
こ
と
で
、
副
反
応
を
[

抑
制
可
能
な
中
性
条
件
下
一

で
ホ
ル
モ
ー
ス
反
応
を
制
i

御
し
た。
こ
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り
、
臣
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
·
…
…

·

植
物
の
約
1
0
0万
倍
と
で
き
な
い
非
天
然
糖
を
含
証
し
た
。

い
う
高
速
か
つ
高
選
択
的
む
点
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
今
後
、
複
数
の
非
天
然

な
糖
合
成
が
可
能
と
な
っ
し
産
総
研
は
、
環
境
中
に
糖
を
効
率
的
に
代
謝
可
能

た
。

は
L
型
糖
な
ど
の
非
天
然
な
「
超
甘
党
微
生
物
」
を

糖
を
代
謝
す
る
特
殊
な
微
合
成
生
物
学
的
手
法
に
よ

生
物
が
存
在
す
る
こ
と
を
り
設
計
・
構
築
す
る
こ
と

「
代
謝
」
を
導
入

化
学
合
成
糖
の
実
用
化
確
認
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
で
、
化
学
合
成
糖
を
原
料

に
向
け
た
最
大
の
障
壁
の
代
謝
遺
伝
子
を
導
入
す
と
し
た
真
に
持
続
可
能
な

は
、
炭
素
鎖
が
枝
分
か
れ
る
こ
と
で
、
物
質
生
産
菌
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
の
実

し
た
糖
や
L
型
糖
な
ど
、
に
非
天
然
糖
の
利
用
能
力
現
が
期
待
さ
れ
る
。

一
般
的
な
微
生
物
が
代
謝
を
付
与
で
き
る
こ
と
を
実
（
木
曜
日
に
掲
載
）

化
学
合
成
糖
で
作
物
代
替

産総研バイオものづくり
研究センター微生物物質
生産研究チーム
客員研究員

加藤創一郎

9,  

岩手県出身。専門は応用微生物学
・環境微生物学。微生物が持つ無限
ともいえる代謝多様性に着目し、特
殊で面白い機能を持つ微生物を探
索、理解、改変、創出することで、
世界を変えるバイオテクノロジーの
創出を目指している。最近の悩みは
飼い猫がなついてくれないこと。

フ
ロ
フ
ィ
ル


